
コロナ禍の影響で、会期と営業時間の変更や、オンライン展示のみの可能性もございます。
お手間で恐縮ですが、弊廊ホームページや公式SNSにて、最新情報をご確認頂ければ助かります。

令和3年1月15日（金）～21日（木） 会期中無休
開廊時間：午前11時～午後7時（最終日21日は午後5時まで）
作家在廊日：21日（木）

160-0022 東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビルB2階
03-3352-5118  gallery@kakiden.com

https://www.kakiden.com/gallery/

公式

店主 安田尚史

　加藤一郎さんは、布目や金彩の技法で一風を確立した陶芸家で、今は、山口の防府で懸命に
作陶を続けています。加藤さんと初めて出会ったのは、もう10年以上前。真っ直ぐな目と、折
り目正しきお人柄がとても印象的でした。
　さて、本展では、最新作の花器など約60点を発表いたします。彼の作品の魅力は、独特の造
形力と、そのボディに美しく施された加飾かと思います。備前や信楽といった土物も花映えし
ますが、時には、丁寧な加飾が施された加藤花器に花を入れてみるのも一興かと存じます。
　コロナ禍で私も加藤さんとは久しくお目にかかれず、加藤工房から見下ろす陽光眩しい瀬戸
内の海が懐かしいです。本展にどんな新作を送ってくださるか、とても楽しみにしています。
末尾になりますが、本展会期の直後に開催される第８回 陶美展（於 日本橋髙島屋）において、
加藤さんは茨城交通賞を受賞されました。誠におめでとうございます。

加藤一郎 陶展
－布目・黒層彩・金彩－

陶歴 昭和47年 山口県生まれ
　 平成 4 年  京都芸術短期大学 卒業
　 平成 7 年 茨城県窯業指導所 修了、伊藤東彦氏に師事　　　　　
　 平成16年 伝統工芸新作展 三越賞、朝日陶芸展 奨励賞、菊池ビエンナーレ 入選
　 平成18年 新作陶芸展 日本工芸会賞
　 平成20年 おおたき北海道陶芸展 大賞・北海道知事賞
　 平成25年 田部美術館 茶の湯の造形展 奨励賞・入選
  令和元年 日本伝統工芸会 陶芸部会展 日本工芸会賞、山口伝統工芸展 JA 賞
  令和 2 年 山口伝統工芸展 JA 賞、陶美展 茨城交通賞

料金別納郵便




